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§１．研究実施体制  

 

（１）八木グループ 

① 研究代表者：八木 康史 （大阪大学産業科学研究所、教授） 

② 研究項目 

 P1 行動情報のセンシング 

 P1-2-5 視点変化に対応した歩容認証 

 P1-2-6 非定常歩容個人・性別・年代識別 

 P2 歩容意図行動コーパス作成 

 P2-2-2 視線-頭部-歩容-行動軌跡 

 P2-3 集団における歩容意図行動コーパス 

 P3 歩容意図行動のモデル化 

 P3-2-1 視線-頭部姿勢-歩容からの個人モデル 

 P3-2-2 歩容-行動軌跡からの個人モデル 

 P3-2-3 ハイブリッド型個人モデル 

 P3-3 集団における歩容意図行動モデル 

 P4 心を写す情報環境の構築 

 P4-1-1 行動分析のための要因の可視化 
 P4-1-2 即時フィードバック 

 

（２）波部グループ 

① 主たる共同研究者：波部 斉 （近畿大学理工学部、講師） 

② 研究項目 

 P2 歩容意図行動コーパス作成 
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 P2-3 集団における歩容意図行動コーパス 

 P3 歩容意図行動のモデル化 

 P3-1 歩容意図を表す語句検討 

 

（３） 塩入グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者：塩入 諭 （東北大学電気通信研究所、教授） 

② 研究項目 

 P2 歩容意図行動コーパス作成 

 P2-2-1 歩行時の注意-視線-頭部運動-歩容 

 P4 心を写す情報環境の構築 
 P4-1-2 即時フィードバック 
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§２．研究実施の概要 
 
 我々は、人が歩く様子（以下、「歩容」）を観察するだけでも、その人の感情や意志・意

図、健康状態を察することができる。本研究課題では、歩容と意図の関係を明らかにする

ことで、歩容から意図や心身状態、人間関係を読み取る技術を構築することを目的として

いる。また、その派生技術として、指定された歩行動作（場に埋め込まれた意図に従う歩

行）をどの程度達成できるかを評価することで高齢者の要介護度を推定する技術について

も研究を行う。 
 八木グループは、本研究課題の研究代表機関として全体を統括しつつ、個々の研究項目

についても技術開発や分析の中心的な役割を担った。本研究課題はその性質上、まず実際

の歩行者データを大量に収集し、その中から一貫して現れる特徴を探索するというアプロ

ーチをとることになる。そのため、実施期間の前半すなわち昨年度までは、意味のあるデ

ータを収集するための環境設計、計測技術、分析技術などに注力してきた。本年度は、こ

れらの蓄積を踏まえつつ、次年度から実施する「心を写す情報環境の構築」に向むけて応

用場面を選択・具体化し、各場面に必要となる環境設計や計測・分析技術について主に研

究を行った。具体的には、「商業利用」、「安心安全」、「高齢者支援」の 3 つを本研究課題の

応用場面として取り上げ、各場面に応じた情報提示やそれを実現するために必要となる技

術を具体化した。データ収集にあたっては、「商業利用」については CREST 神田チーム、

「高齢者支援」については高齢者施設みささぎ会との折衝が必要となったが、これらにつ

いても八木グループが中心的に行った。 
波部グループは、本研究課題の中でも特に集団に着目した研究を担当している。興味・

関心・目的や社会的な属性を共有している集団を発見し、その状態や集団の中での役割を

推定する技術の実現に取り組んでいる。本年度は，CREST 神田チームの協力により得られ

た大規模商業施設のデータを用いたコーパスの作成を行うとともに、それを用いて個人属

性（性別）推定・個人間の相互作用を表す動作（指示など）を検出し、それによって集団

を検出する研究を実施した。 

塩入グループは、人間視覚研究の観点から本研究課題を捉え、これまでに非歩行時の眼

球方向と・頭部方向・胸部方向の関係についてモデル化してきた。本年度は、八木グルー

プと密接に連携し、同モデルを歩行時に拡張した。また、日常環境においては歩きながら

何か興味があるものを見る際、チラッと見るだけではなくじっと見続けることも多いこと

に着目し、対象をじっと見続ける場合における頭部と眼球方向の関係についても調査した。

その結果、長時間対象を見る場合に、頭部が対象の方向により近づき、対象をより頭部正

面で捉えようとする傾向を確認した。さらに、「心を写す情報環境の構築」に向けて、即時

フィードバック手法の確立の第一歩として、視覚探索（ものさがし）実験において、「頭部

を向けてはいけない領域（禁止領域）」を設けた課題を行った。その結果、禁止領域がない

場合に比べて、禁止領域に頭部が向かないようになった。さらに、禁止領域がある方向へ

の頭部運動速度が低下するという違いも見られた。 
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§３．成果発表等 

 

（３－１） 原著論文発表  
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